
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

不
思
議
体
験
談
、
写
真
映
像
発
表
・

討
論
会

皆
様
が
こ
れ
ま
で
に
体
験
し
た
不
思

議
な
現
象
や
、「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
3
・

4
月
号
」か
ら
募
集
し
て
お
り
ま
す「
不

思
議
な
写
真
・
映
像
」
を
参
加
者
の
皆

様
に
紹
介
し
な
が
ら
、
参
加
者
全
員
で

解
釈
や
討
論
を
し
て
、
共
有
す
る
会
で

す
。

　

10
月
の
創
立
40
周
年
記
念
大
会
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
で
も
あ
る「
U
�F�

O
と
宇
宙
人
」、
オ
ー
ブ
や
心
霊
写
真
、

地
震
雲
な
ど
地
震
前
兆
現
象
、
そ
れ
ら

に
関
わ
る
動
画
等
、
是
非
日
本
サ
イ
科

学
会
事
務
局
に
事
前
に「
プ
リ
ン
ト
写

真
」
あ
る
い
は
U
S
B
メ
モ
リ
ー
の
郵

送
、
あ
る
い
は
メ
ー
ル
添
付
フ
ァ
イ
ル

で
送
信
い
た
だ
け
れ
ば
、
有
り
難
い
で

す
。（
送
ら
れ
た
も
の
は
返
却
で
き
ま
せ

ん
の
で
、コ
ピ
ー
を
お
願
い
致
し
ま
す
。）

ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

◎
事
務
局
か
ら
の
お
願
い

　

日
本
サ
イ
科
学
会
で
は
会
員
M
L

（
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
：
自
分
の
発
信
し

た
メ
ー
ル
が
会
員
に
一
斉
に
配
信
さ
れ

る
）
を
運
営
し
て
お
り
、
事
務
局
や
会

員
同
士
の
情
報
交
換
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
方
の
ミ
ス
で
M

L
を
希
望
し
て
い

た
の
に
、
未
登
録
の
ケ
ー
ス
や
こ
れ
か

ら
M

L
登
録
を
希
望
さ
れ
る
会
員
の
皆

様
は　

offi
ce21@

psij.m
ail-box.ne.jp

宛
に
「
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
希
望
」
と

い
う
メ
ー
ル
を
発
信
願
い
ま
す
。

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
28
年
7
月
9
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
1
研
修
室

交
通　



J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

今
月
号
の
記
事

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
願
い

◎
公
式
サ
イ
ト
移
転
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
創
立
40
周
年
記
念
大
会
発
表
者
募
集

◎
第
28
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
七
月
九
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
九
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
九
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
平
成
27
年
1
月
本
部
例
会
報
告

◎
平
成
28
年
5
月
本
部
例
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
の
販
売

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
オ
ー
ブ
（
た
ま
ゆ
ら
）
は
霊
光
写
真

　

を
孕
ん
で
い
る

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
発
足
時
と

　

こ
れ
ま
で
の
講
演
の
一
部
に
つ
い
て

※�

8
月
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り
ま

す
。

※�

9
月
本
部
例
会
の
講
師
は
現
在
交
渉

中
で
す
。
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公
式
サ
イ
ト
移
転
の
お
知
ら
せ

日
本
サ
イ
科
学
会
の
公
式
サ
イ
ト
は
、

ニ
フ
テ
ィ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
終
了
に

と
も
な
い
、
7
月
1
日
か
ら
さ
く
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
ー
バ
ー
に
移
転
し

ま
し
た
。
ブ
ラ
ウ
ザ
に
左
記
の
U
R
L

を
登
録
願
い
ま
す
。

http://psi-science.sakura.ne.jp

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
6
／
10
受
領
分
ま
で
）

金
一
千
円
也　
　
　

窪
田
啓
次
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

飯
見　

勇　
　

様

金
一
千
円
也　
　
　

赤
松　

洋
一　

様

金
一
千
円
也　
　
　

信
太　

民
久　

様

金
一
千
円
也　
　
　

斎
藤　

和
良　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

創
立
40
周
年
記
念
大
会

発
表
者
募
集

今
年
は
1
9
7
6
年
の
日
本
サ
イ
科

学
会
創
立
か
ら
40
周
年
に
あ
た
り
ま
す

の
で
、
10
月
16
日（
日
）に
北
と
ぴ
あ
に

て
、「
創
立
40
周
年
記
念
大
会
」が
開
催

さ
れ
ま
す
。

前
半
は
会
員
の
研
究
発
表
の
時
間
を

設
け
、
後
半
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
テ
ー

マ
は「
地
球
外
知
的
生
命
：
U
F
O
と

宇
宙
人　

―
宇
宙
人
サ
ミ
ッ
ト
―
」）が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご

参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
テ
ー
マ
は

「
U
F
O
と
宇
宙
人
」
に
関
し
て
で
も
、

そ
う
で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現

在
も
し
く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り

を
し
て
ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象

（
U
F
O
、
オ
ー
ブ
、
心
霊
現
象
等
）の

目
撃
と
原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々
な

サ
イ
現
象
の
仮
説（
理
論
）な
ど「
サ
イ
」

に
関
連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で

す
の
で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究
成
果

を
ま
と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
創
立
40
周
年
記
念
大
会
で
の
発
表
は

で
き
な
い
が
、
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」

の
資
料
と
し
て
、
発
表
し
た
い
原
稿
も

募
集
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
科
学　

2
0
1
5
」
最
終
頁

の
投
稿
審
査
規
定
を
よ
く
読
ん
で
、
応

募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
28
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
10
回
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
「
第
2
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
革
命
：

宇
宙
人
コ
ン
タ
ク
ト
」

天
動
説
か
ら
地
動
説
に
と
っ
て
か
わ

ら
れ
た
よ
う
に
、
地
球
人
一
人
ぼ
っ
ち

説
か
ら
宇
宙
人
て
ん
こ
盛
り
説
へ
の
第

2
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
革
命
が
現
在
進
行

中
!ヒ

ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
は
、
大
統

領
に
な
っ
た
暁
に
は
、
エ
リ
ア
51
と
宇

宙
人
の
謎
を
情
報
公
開
す
る
と
い
う
の

だ
。
果
た
し
て
あ
な
た
は
宇
宙
人
コ
ン

タ
ク
ト
の
準
備
は
で
き
て
い
る
で
し
ょ

う
か
?
今
回
は
宇
宙
船
搭
乗
者
や
宇
宙

人
遭
遇
者
の
生
の
発
言
を
中
心
に
、
一

足
先
に
U
F
O
・
オ
ー
ブ
最
新
情
報

を
お
届
け
し
よ
う
。

日
時　

平
成
28
年
7
月
30
日（
土
）

　
　
　

10
時
～
17
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
3
会
議
室

�

（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　



京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」行

で「
新
馬
場
駅
前
」下
車

会

費　

会
員
一
〇
〇
〇
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般
二
〇
〇
〇
円

・
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

　

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
、
18
：
15
よ
り
懇
親

会
あ
り
!

会
費
二
五
〇
〇
円
、
無
国
籍
料
理
店「
シ

マ
」に
て�

（
世
話
人　

阿
久
津　

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

死
ぬ
べ
き
人
間
か
ら
死
な
な
い

人
間
へ

　
　
　
　
講
師
　
梶
原
　
和
義�

氏

日
時　

平
成
28
年
7
月
16
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
ま
で

※�

8
月
の
研
究
集
会
は
お
休
み
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

占
星
術
か
ら
観
た
日
本
と
世
界
の

こ
れ
か
ら
の
一
年

　
　
　
　
講
師
　
伊
藤
　
一
夫�

氏

日
時　

平
成
28
年
9
月
17
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
28
年
9
月
10
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時
30
分

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）ホ
ー
ル

名
古
屋
市
昭
和
区
御
器
所
3
・
4
・
21

交
通　

地
下
鉄
鶴
舞
線
荒
畑
駅
下
車

　
　
　

3
番
出
口
か
ら
徒
歩
1
分　

会
費　

一
〇
〇
〇
円（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
5
2
・
8
7
1
・
9
0
6
0

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

私
の
世
界

　
　
　
　
講
師
　
藤
本
　
満
正�

氏

日
時　

平
成
28
年
9
月
11
日（
日
）　

　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

会
場　

伊
勢
宮
神
社
内
楠
照
殿

　
　
　

長
崎
市
伊
勢
町
2
・
14

　
（
0
9
5
・
8
2
3
・
2
6
6
5
）

交
通　

諏
訪
神
社
前
徒
歩
5
分

会
費　

二
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
9
5
・
8
8
3
・
6
0
4
8

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
27
年
1
月
本
部
例
会
報
告

T
H
E�

S
O
U
R
C
E�

C
O
D
E
S

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?

�

講
師
　
ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ
氏

こ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
通
じ
て
皆
さ
ん

と
共
に
、
心
の
旅
に
出
か
け
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
講
義
を

通
じ
て
、
あ
る
テ
ン
プ
レ
ー
ト（
雛
形
）

に
入
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

こ
の
瞬
間
だ
け
の
独
自
の
雛
形
に
、
皆

さ
ん
で
入
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
類
と

世
界
の
た
め
の
新
た
な
雛
形
に
も
な
る

と
思
い
ま
す
。
私
の
研
究
の
多
く
は
、

い
わ
ゆ
る
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
、
す
な
わ
ち

本
源
の
コ
ー
ド
で
、
新
し
い
高
い
波
動

の
雛
形
に
入
っ
て
行
く
こ
と
と
関
係
し

て
お
り
ま
す
。

私
は
20
年
以
上
、
こ
の
研
究
に
邁
進

し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
判
っ
た
の
で

す
。
献
身
的
に
修
練
を
し
て
、
ま
た
瞑

想
を
使
う
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
天
才
の

ゾ
ー
ン
に
入
っ
て
い
け
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
本
日
は
科
学
者
や
教
授
の
方
々
、

意
識
の
高
い
方
々
が
集
ま
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
、
こ
の
天
才
と
い
う
テ
ー

マ
は
き
っ
と
興
味
深
く
思
わ
れ
る
と
思

い
ま
す
。

人
間
の
可
能
性
と
幸
福
、
健
康
を
高

め
る
上
で
、
何
度
も
何
度
も
成
功
し
て

き
た
あ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
皆
さ
ん
と

分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た

こ
れ
を
通
じ
て
瞑
想
が
も
た
ら
す
知
性

に
つ
い
て
、
深
く
探
求
し
て
参
り
ま
し

た
。

　

人
は
な
ぜ
瞑
想
す
る
の
で
し
ょ
う
？



そ
し
て
ど
の
よ
う
に
瞑
想
す
る
の
で
し

ょ
う
?

ま
た
何
よ
り
も
瞑
想
し
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
に
我
々
の
期
待
値
を
さ

ら
に
上
げ
て
い
く
か
、
越
え
て
い
く
か
、

そ
れ
が
知
り
た
い
の
で
す
。
と
い
う
の

は
、
最
高
の
瞑
想
領
域
に
達
す
る
こ
と

で
、
私
達
は
天
才
性
の
中
に
入
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
ど
う
や
っ
て

天
才
の
瞬
間
を
何
度
も
何
度
も
達
成
す

る
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
探
求
し
て
参

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ど
ん
な
研
究
の
分

野
で
も
大
事
な
姿
勢
だ
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
も
っ
と
柔
軟
に
な
る
こ
と
、

あ
る
い
は
自
分
の
考
え
や
ビ
ジ
ョ
ン
を

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
際
に
も
大

事
な
こ
と
で
す
。
積
極
的
に
能
動
的
な

形
で
瞑
想
す
る
こ
と
で
、
も
っ
と
も
っ

と
自
分
の
才
能
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う

な
枠
組
み
に
入
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

し
か
し
で
す
ね
、
そ
こ
で
大
き
な
ギ

ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
の
で

す
。
と
い
う
の
は
、
私
達
が
瞑
想
で
ア

ク
セ
ス
で
き
る
素
晴
ら
し
い
情
報
と
、

そ
れ
に
対
し
て
私
達
の
世
界
に
あ
る
、

い
ろ
い
ろ
な
既
存
の
ス
ト
ー
リ
ー
、
固

定
観
念
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の
で

す
。
そ
の
結
果
、
い
わ
ゆ
る
二
次
的
情

報
を
吸
収
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
直
接
の
情
報
で
は
な
い

の
で
す
ね
。
つ
ま
り
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

な
知
識
も
、
直
接
体
験
で
は
な
く
、
二

次
的
な
他
人
の
得
た
情
報
を
元
に
、
そ

れ
を
勉
強
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、

他
人
の
得
た
情
報
で
は
、
こ
の
よ
う
な

時
代
に
必
要
な
素
晴
ら
し
さ
、
あ
る
い

は
輝
か
し
さ
、
そ
し
て
最
高
な
状
態
に

達
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
実

際
に
私
達
が
内
面
の
旅
、
内
面
の
ワ
ー

ク
を
自
ら
や
っ
て
い
く
時
代
で
す
。
そ

う
す
れ
ば
、
本
当
の
意
味
で
自
分
を
解

き
放
つ
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。
自

分
を
解
き
放
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
よ

く
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
本
で
読
む
、
実

際
の
素
晴
ら
し
い
体
験
を
自
分
で
体
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
の
仕
事
は
、
主
に
波
動
を
ベ
ー
ス

に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ど
の
よ
う
に

し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
ワ
ー
ク
と
い
う
も
の

を
、
最
高
の
可
能
性
ま
で
高
め
て
使
っ

て
い
く
か
、
そ
れ
に
専
念
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
偉
大
な
マ
ス
タ
ー
ヨ
ギ
や
霊

的
な
教
師
が
い
ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た

先
生
方
は
大
き
な
ア
ル
ケ
ミ
ー
（
錬
金

術
）
の
プ
ロ
セ
ス
を
使
っ
て
い
る
の
で

す
ね
。
錬
金
術
的
プ
ロ
セ
ス
を
使
っ
て
、

奇
跡
と
魔
法
を
起
こ
し
、
ま
た
自
分
達

の
と
こ
ろ
に
来
る
人
々
に
も
、
魔
法
と

奇
跡
を
も
た
ら
し
ま
す
。

し
か
し
、
私
達
も
そ
れ
を
求
め
て
、

自
ら
作
り
出
せ
ば
、
同
じ
よ
う
な
雛
形

を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
に
ア
ク

セ
ス
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
何

度
も
繰
り
返
し
同
じ
結
果
を
得
る
の

か
？

何
度
も
同
じ
よ
う
に
そ
の
状
態

を
作
り
出
し
て
く
れ
る
の
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
り
、
波
動
ま
た
は
周
波
数
で

あ
る
の
で
す
。

そ
し
て
そ
れ
に
繋
が
る
た
め
の
資
質

は
、
皆
様
の
中
に
も
あ
る
、
新
た
な
リ

ソ
ー
ス
、
あ
る
い
は
雛
形
は
、
平
和
の

コ
ー
ド
で
す
。
な
の
で
、
私
の
研
究
は
、

平
和
そ
し
て
変
容
、
そ
し
て
自
分
へ
の

理
解
と
い
う
新
た
な
雛
形
を
作
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
人
間
の

気
付
き
に
、
あ
る
い
は
自
覚
の
状
態
に

確
か
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
そ
れ
を
通

し
て
、
そ
の
人
の
波
動
が
変
わ
る
と
、

自
ら
が
力
強
く
な
り
、
ま
た
あ
な
た
を

制
約
す
る
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
な
既
存
の

枠
組
み
、
体
制
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
人
々

と
い
う
の
は
、
今
の
世
界
で
何
が
間
違

っ
て
い
る
の
か
、
何
が
う
ま
く
い
っ
て

い
な
い
の
か
、
よ
く
理
解
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
世
界
が
エ
リ
ー
ト
構
造
に
支

配
さ
れ
、
ま
た
枠
組
み
が
あ
り
、
そ
し

て
操
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
自
覚
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
気
付
き
、
あ

る
い
は
自
覚
が
足
り
な
い
の
で
す
。
こ

う
し
た
古
い
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
抜
け
出

す
た
め
に
は
、
ご
自
分
の
ス
ト
ー
リ
ー

も
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
私
達
が
平
和
の
中
、
平
和
な

状
態
に
入
る
、
つ
ま
り
心
が
本
当
に
平

和
な
状
態
に
な
れ
ば
、
対
立
、
葛
藤
の

中
で
生
み
出
さ
れ
た
古
い
ス
ト
ー
リ
ー

か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
ま
ず
は
自
分
の
古
い
ス
ト

ー
リ
ー
か
ら
自
由
に
な
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
つ
ま
り
、
今
と
い
う
時
代
に
必

要
な
こ
と
は
、
自
分
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

変
え
て
い
く
こ
と
、
少
し
ず
つ
変
え
る

こ
と
で
あ
な
た
が
い
る
そ
の
世
界
を
変

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
は
波
動
と
い
う
テ
ー
マ
に
非
常
に

魅
了
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
な

た
が
住
む
世
界
は
、
あ
な
た
の
波
動
次

第
で
、
大
き
な
世
界
に
も
な
れ
ば
、
狭

い
世
界
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
本
当

に
大
事
な
こ
と
で
す
ね
。
特
に
私
達
は

世
界
を
変
え
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て

い
ま
す
か
ら
。
そ
し
て
、
も
っ
と
世
界

に
貢
献
し
、
ほ
か
の
人
々
と
も
素
晴
ら

し
い
形
で
協
力
す
る
た
め
に
も
、
自
分

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
変
え
た
い
と
思
っ
て
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い
ま
す
。

で
は
、
あ
な
た
は
自
分
の
中
の
天
才

性
を
発
揮
す
る
た
め
、
火
を
つ
け
る
た

め
、
何
を
し
て
い
ま
す
か
?

つ
ま
り
、

自
由
な
雛
形
に
入
る
た
め
に
、
ど
の
よ

う
に
し
て
自
分
の
波
動
を
変
え
て
い
ま

す
か
?

例
え
ば
、
今
日
こ
こ
に
集
ま
っ
た
皆

さ
ん
を
見
て
い
て
も
、
皆
さ
ん
は
夢
や

ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
い
ま
す
ね
。
個
人

と
し
て
、
ま
た
集
合
レ
ベ
ル
で
ど
の
よ

う
に
し
て
夢
を
叶
え
て
い
く
か
、
そ
れ

に
興
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の

人
生
の
目
的
に
気
付
い
て
い
る
方
も
、

大
勢
い
ま
す
。
よ
り
素
晴
ら
し
い
人
生
、

自
分
と
は
ど
ん
な
ビ
ジ
ョ
ン
な
の
か
、

自
覚
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
人
も
大
勢
い

ま
す
。
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
か
っ
て
い

く
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
可
能
で
す
。

例
え
ば
瞑
想
の
中
で
、
ク
リ
ア
な
ビ

ジ
ョ
ン
、
曇
り
の
な
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
保

つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ス
ピ
ー
ド
が
加

速
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
通
常

瞑
想
と
い
う
と
、
受
け
身
の
プ
ロ
セ
ス

を
思
い
が
ち
で
す
ね
。
し
か
し
、
自
分

の
中
で
よ
り
目
覚
め
を
加
速
さ
せ
る
た

め
に
は
、
受
け
身
だ
け
で
は
な
く
、
能

動
的
な
瞑
想
も
必
要
で
す
。

ま
た
私
は
講
師
と
し
て
、
常
に
実
際

に
役
に
立
つ
、
効
果
の
あ
る
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
や
瞑
想
法
を
教
え
て
い
ま
す
。
私

は
人
を
押
し
上
げ
る
役
目
が
あ
り
ま
す

の
で
、
瞑
想
を
教
え
る
際
に
も
、
ち
ゃ

ん
と
曇
り
の
な
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
、

瞑
想
す
る
こ
と
を
教
え
ま
す
。
ま
た
、

瞑
想
す
る
際
に
、
自
分
の
輝
か
し
い
ビ

ジ
ョ
ン
、
そ
し
て
ま
た
地
球
の
輝
か
し

い
ビ
ジ
ョ
ン
を
維
持
し
て
、
瞑
想
す
る

こ
と
を
教
え
て
い
ま
す
。

今
日
は
、
皆
さ
ん
に
内
面
の
ワ
ー
ク

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
を

通
し
て
自
分
が
高
い
波
動
、
あ
る
い
は

周
波
数
に
な
れ
ば
、

―
ち
な
み
に
波

動
を
高
め
る
と
き
は
、
ち
ゃ
ん
と
体
を

使
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

す
ね
、
各
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
使

っ
て
い
き
ま
す
。
心
と
体
は
繋
が
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
体
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ス
テ
ム
と
も
繋
が
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
が
鍵
で
す
ね
。

と
い
う
の
は
、
瞑
想
す
る
と
き
に
、

頭
だ
け
で
瞑
想
さ
れ
る
方
が
い
ま
す
。

し
か
し
そ
う
で
は
な
く
、
瞑
想
は
全
身

で
も
っ
て
す
る
べ
き
完
全
な
体
験
で
す
。

そ
う
す
れ
ば
瞑
想
し
な
が
ら
活
き
活
き

と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
い
う

の
は
、
私
に
と
っ
て
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ

テ
ィ
（
霊
性
）
と
は
、
輝
か
し
い
ば
か

り
に
活
き
活
き
と
す
る
こ
と
で
す
。
本

当
に
活
き
活
き
と
し
た
と
き
、
自
分
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
レ
ベ
ル
も
体
も
心
の
状
態

も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
感
情

の
幅
が
ず
っ
と
広
く
健
全
な
も
の
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
自
由
に
な

っ
て
よ
り
パ
ワ
フ
ル
に
、
責
任
を
も
っ

た
個
人
に
な
れ
る
の
で
す
ね
。
こ
れ
が

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
の
力
を
得
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

ま
ず
こ
う
い
っ
た
説
明
を
し
て
お
り

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
ま
ず
は
こ
う
い
っ

た
深
い
内
面
の
ワ
ー
ク
が
必
要
な
の
で

す
。
深
い
内
面
の
ワ
ー
ク
を
行
わ
な
い

と
、
高
い
波
動
の
雛
形
に
、
魔
法
の
中

に
入
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
私

の
仕
事
は
す
べ
て
、
普
段
本
で
読
ん
で

い
る
よ
う
な
現
実
を
実
際
に
体
験
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
見
て
、

感
じ
て
、
知
っ
て
、
体
験
し
て
い
た
だ

く
こ
と
。
そ
う
や
っ
て
魔
法
、
あ
る
い

は
輝
か
し
い
状
態
、
天
才
性
を
自
分
の

手
元
ま
で
持
っ
て
来
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
を
行
え
ば
行
う
ほ
ど
、
そ
の
た

び
に
健
康
状
態
は
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
や
っ
て

い
る
方
に
も
申
し
上
げ
ま
す
が
、
こ
う

い
う
方
法
を
行
う
こ
と
で
、
苦
し
い
ば

か
り
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
と
い
う
そ
の
サ
イ

ク
ル
か
ら
抜
け
出
せ
ま
す
。
例
え
ば
、

い
ろ
い
ろ
な
セ
ミ
ナ
ー
、
あ
る
い
は
先

生
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
何
度
も
繰
り

返
す
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
が

な
く
な
り
ま
す
。

私
は
い
か
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
健

康
や
健
全
を
保
つ
か
、
そ
の
こ
と
に
興

味
を
も
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
な
健
康
と
い
う
の
は
、
よ
り

活
き
活
き
と
し
て
、
気
付
い
て
自
覚
を

持
っ
て
い
て
、
そ
し
て
責
任
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
状
態
で
す
。
意
識
的
に
な

っ
て
い
る
状
態
で
す
。
ま
た
そ
の
状
態

を
日
常
生
活
で
も
使
う
こ
と
、
活
か
す

こ
と
で
す
。

と
い
う
の
は
、
今
と
い
う
時
代
は
、

一
人
一
人
が
目
覚
め
て
生
き
る
こ
と
が

本
当
に
大
事
で
す
。
と
い
う
の
は
、
時

間
の
枠
組
み
が
す
ご
く
短
い
の
で
す
ね
。
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も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
魅
力
的
な
時
代
で
も

あ
り
ま
す
ね
。
二
極
化
が
進
ん
で
い
ま

す
か
ら
。
な
の
で
、
二
極
化
が
進
ん
で

い
る
た
め
、
二
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
同

時
に
存
在
し
て
い
る
状
態
で
す
。
古
い

体
制
も
そ
こ
に
あ
り
、
ま
た
同
じ
だ
け

強
力
な
新
し
い
体
制
も
既
に
出
来
て
い

ま
す
。
こ
の
二
つ
の
両
極
が
存
在
す
る

と
い
う
の
も
、
一
つ
の
錬
金
術
な
の
で

す
ね
。
そ
れ
が
今
、
世
界
と
い
う
舞
台

で
起
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ど
の
よ
う
に
健
康
な
状
態
に
入
っ
て

い
く
の
か
。
健
全
に
な
れ
ば
、
新
し
い

雛
形
の
中
で
、
よ
り
自
由
に
生
き
て
、

ク
リ
ー
ン
に
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
先
ほ
ど
お
話
し

し
た
、
内
面
の
ワ
ー
ク
、
自
己
を
見
つ

め
る
と
い
う
こ
と
を
、
献
身
的
に
や
っ

て
い
く
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
は
一
人
一

人
が
で
き
る
最
大
の
貢
献
で
す
。

な
ぜ
波
動
が
こ
れ
ほ
ど
大
事
な
ん
で

し
ょ
う
?

と
い
う
の
は
、
一
人
一
人
、

人
類
全
体
の
足
を
引
っ
張
っ
て
い
る
腐

敗
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
抜
け
出
す
た

め
に
は
、
本
当
に
波
動
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
こ
で
錬
金
術
の

プ
ロ
セ
ス
が
大
事
に
な
り
ま
す
。
錬
金

術
を
通
じ
て
、
高
い
波
動
の
雛
形
に
入

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
の

新
し
い
雛
形
を
肉
体
レ
ベ
ル
で
入
れ
て

い
く
の
で
す
ね
。
ま
た
、
そ
れ
を
こ
の

世
界
全
体
に
も
入
れ
て
い
き
ま
す
。
と

て
も
面
白
い
考
え
方
だ
と
思
い
ま
せ
ん

か
。
賢
い
人
間
だ
っ
た
ら
、
敢
え
て
こ

こ
に
あ
る
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の
を

同
時
に
有
効
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
る

の
で
す
。
こ
れ
は
と
て
も
大
事
な
と
こ

ろ
で
す
。

私
達
は
力
と
は
常
に
外
側
の
世
界
に

あ
る
と
教
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
を
見
て
い
て
も
、
力
と
は
外
側
に
あ

る
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
全
員
受
け
て

お
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
自
分
の
責
任

を
取
れ
な
い
、
外
側
の
せ
い
に
し
て
し

ま
う
現
実
を
作
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し

か
し
、
力
は
内
側
に
あ
る
と
い
う
考
え

方
に
変
え
れ
ば
、
ち
な
み
に
皆
さ
ん
の

心
が
本
当
に
平
和
に
な
れ
ば
、
自
然
に

自
分
に
力
が
戻
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
す

れ
ば
も
っ
と
宇
宙
に
委
ね
て
、
平
和
に

な
っ
て
い
く
の
で
す
ね
。

平
和
の
コ
ー
ド
：
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は

私
達
の
宇
宙
の
起
源
と
も
関
係
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
今
こ
こ
に
あ
る

古
い
体
制
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
一
つ

の
手
懸
か
り
が
エ
ジ
プ
ト
に
あ
り
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
未
来
の
世
代
の
た
め
に

も
っ
と
生
き
や
す
い
遺
産
を
残
す
必
要

が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
私
達
一
人
一
人
が
新
し
い
ビ
ジ
ョ

ン
、
そ
し
て
雛
形
を
作
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
で
な
い
と
あ
な
た

が
今
回
生
ま
れ
て
き
た
と
き
の
契
約
を

果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
。
私
達
一

人
一
人
が
運
命
と
約
束
し
て
い
ま
す
。

人
類
に
希
望
を
与
え
る
た
め
に
新
し
い

生
き
方
、
ま
た
は
雛
形
を
作
る
た
め
に

こ
こ
に
来
て
い
ま
す
。

ま
ず
大
事
な
こ
と
は
自
分
を
信
じ
る

こ
と
で
す
。
こ
こ
が
肝
腎
で
す
。
ま
た

一
人
一
人
が
目
覚
め
て
気
付
い
て
、
責

任
を
も
っ
て
、
そ
し
て
ど
ん
な
制
約
に

も
気
付
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
波
動
の

変
化
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
波
動
を

変
え
る
た
め
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
ワ
ー
ク

を
す
る
こ
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
輝
か

し
い
自
分
に
な
っ
て
、
そ
し
て
人
類
の

こ
の
大
切
な
分
岐
点
に
お
い
て
、
貢
献

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
人
一
人
が

自
分
の
世
界
で
成
功
す
る
こ
と
、
そ
れ

が
大
事
で
す
。
成
功
す
る
こ
と
で
新
た

な
雛
形
の
中
の
一
人
一
人
が
、
マ
ス
タ

ー
キ
ー
を
作
り
ま
す
。
一
人
一
人
が
マ

ス
タ
ー
キ
ー
に
な
る
こ
と
で
、
ま
た
協

力
者
に
な
り
ま
す
。

一
人
一
人
が
波
動
を
変
え
て
、
も
っ

と
協
力
し
合
え
る
よ
う
な
人
間
同
士
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
協
力
こ
そ
が
次
の

時
代
で
す
。
し
か
し
波
動
が
低
い
と
、

あ
る
い
は
二
元
的
な
波
動
に
い
る
と
、

な
か
な
か
他
の
人
と
協
力
し
合
え
ま
せ

ん
。
し
か
し
波
動
が
高
け
れ
ば
、
い
ろ

い
ろ
な
神
秘
的
、
あ
る
い
は
エ
ソ
テ
リ

ッ
ク
な
資
質
も
手
に
入
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
私
と
あ
な
た
の
波
動
が
高

け
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
意
思
疎
通

と
互
い
の
理
解
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
し

て
新
し
い
形
で
お
互
い
か
ら
学
び
、
互

い
に
い
い
も
の
を
吸
収
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
共
鳴
と
か
理
解
と
か
テ
レ
パ

シ
ー
、
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
、
魔
法
、

ヒ
ー
リ
ン
グ
と
い
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ

ま
で
は
社
会
の
片
鱗
に
あ
っ
た
こ
う
い

う
考
え
方
、
つ
ま
り
昔
は
一
部
の
人
し

か
行
わ
な
か
っ
た
よ
う
な
瞑
想
が
、
今

は
日
常
的
に
人
々
が
自
ら
を
リ
セ
ッ
ト

す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
こ
う
や
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
波
動

が
ど
う
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
か
、

理
解
し
合
っ
て
そ
の
体
験
を
積
み
上
げ

て
い
く
わ
け
で
す
。

波
動
が
高
く
な
れ
ば
、
創
造
的
な
天

才
性
の
中
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
例
え

ば
天
才
的
な
閃
き
が
き
て
、
そ
の
概
念

を
自
分
で
し
っ
か
り
理
解
し
て
、
そ
の

理
解
を
維
持
で
き
る
。
あ
る
い
は
そ
の

天
才
性
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
、
人

の
前
で
話
す
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
す
る
、

素
晴
ら
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
拡
げ
る
。

つ
ま
り
高
い
波
動
を
理
解
し
マ
ス
タ
ー
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す
れ
ば
、
無
限
の
も
の
が
作
り
出
せ
ま

す
し
、
ま
た
限
界
と
い
う
も
の
の
定
義

も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
皆
さ
ん
科
学
者
の
研
究
分
野
も

さ
ら
に
限
界
値
を
拡
げ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
は
大
事
な
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら

さ
ら
に
最
高
な
も
の
を
作
っ
て
い
っ
て
、

こ
の
世
界
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
で
す
。
高
い
波
動
は
そ
の

た
め
の
助
け
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ

う
す
れ
ば
自
由
に
な
っ
て
、
今
私
達
が

い
る
こ
の
世
界
を
癒
す
よ
う
な
新
し
い

ア
イ
デ
ア
が
手
に
入
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
大
き
な
変
化
が
訪
れ
る
と

い
う
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
人
も
い
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
の
波
動

を
変
え
て
お
か
な
い
と
、
そ
の
変
化
が

ど
ん
な
も
の
に
な
る
か
は
分
か
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
波
動
を
変
え
れ
ば
、
時

間
の
マ
ス
タ
ー
に
な
っ
て
、
タ
イ
ム
ト

ラ
ベ
ル
：
時
間
旅
行
が
可
能
に
な
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
未
来
の
テ
ー
マ
に
も
入

っ
て
行
っ
て
、
そ
し
て
今
日
や
る
こ
と

が
明
日
に
も
影
響
す
る
と
い
う
こ
と
が

分
か
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ

ば
よ
り
厳
密
な
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
精
密
に
人
生
を
造
っ

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
精
密
な
形

で
目
覚
め
て
、
そ
し
て
自
覚
し
、
責
任

を
取
っ
て
い
き
ま
す
。
す
る
と
人
類
が

生
き
て
い
る
世
界
全
体
で
、
意
識
的
に

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

今
必
要
な
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
試
し
て
み
る
こ
と
、
実
験

す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
日
常
生
活
で

も
常
に
目
覚
め
て
い
る
こ
と
、
意
識
的

で
あ
る
こ
と
で
す
。
と
い
う
の
は
、
高

い
波
動
を
保
つ
べ
き
は
、
ま
さ
に
日
常

生
活
だ
か
ら
で
す
。
人
類
が
解
決
す
べ

き
問
題
が
存
在
す
る
の
は
、
日
常
の
生

活
に
お
い
て
だ
か
ら
で
す
。
ち
な
み
に

私
が
こ
う
い
う
お
話
を
す
る
と
き
は
、

チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
を
よ
く
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
28
年
5
月
本
部
例
会
報
告

意
識
、
無
意
識
、
そ
し
て
潜
在

能
力
を
脳
の
観
点
か
ら
ど
こ
ま

で
解
明
で
き
る
か
?

　
　
　
講
師
　
河
野
　
貴
美
子�

氏

�

（
国
際
総
合
研
究
機
構
）

は
じ
め
に

私
は
約
20
年
こ
の
方
、
さ
ま
ざ
ま
な

能
力
者
は
じ
め
、
気
功
や
武
道
の
鍛
錬

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
取
り
組
む
際

の
意
識
変
化
、
生
理
学
的
身
体
変
化
を
、

脳
波
計
測
を
中
心
に
種
々
状
況
の
下
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。

脳
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
状
態
を
見

る
と
い
う
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、

意
識
・
無
意
識
の
問
題
、
心
の
問
題
を

考
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
現
象
と
意
識
と
の
関
わ
り
、
無
意
識

の
世
界
と
未
知
現
象
な
ど
、
脳
を
超
え

た
領
域
か
ら
の
理
論
構
築
も
数
多
く
試

み
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、
生
理
学
的
立

場
か
ら
は
、
ま
ず
は
現
在
わ
か
っ
て
い

る
脳
科
学
で
ど
こ
ま
で
説
明
で
き
る
の

か
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
科
学
の
枠
組
み

を
広
げ
る
形
で
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
ら

何
が
言
え
る
の
か
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

意
識
と
は

意
識
に
つ
い
て
は
昔
か
ら
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
数
多
く
の
哲
学
者
、
科
学

者
た
ち
の
関
心
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
あ
れ

こ
れ
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

仏
教
で
は
、
五
つ
の
感
覚
「
眼
識
、

耳
識
、
鼻
識
、
舌
識
、
身
識
」
と
と
も

に
そ
の
六
つ
目
と
し
て
「
意
」
と
い
う

感
覚
、「
意
識
」
が
並
ん
で
入
っ
て
い
ま

す
。
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
、
意
識
の
あ
り

か
、
す
な
わ
ち
精
神
の
座
は
脳
に
あ
る

と
い
い
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
い
や

心
臓
だ
、
ま
た
ガ
レ
ノ
ス
は
脳
の
中
の

空
間
部
分
、
脳
室
こ
そ
プ
ネ
ウ
マ（
気

の
よ
う
な
も
の
）
が
宿
る
場
所
で
あ
る

と
し
、
デ
カ
ル
ト
は
松
果
体
こ
そ
脳
の

中
心
に
あ
っ
て
対
を
な
さ
な
い
唯
一
の

器
官
だ
か
ら
こ
れ
こ
そ
意
識
を
司
る
座

だ
、
と
い
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
松
果

体
は
発
生
学
的
に
は
光
受
容
機
能
を
有

す
る
部
位
で
、
人
間
で
は
メ
ラ
ト
ニ
ン

を
分
泌
し
、
サ
ー
カ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ
ム

（
概
日
リ
ズ
ム
）
を
つ
か
さ
ど
る
場
で

す
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
系
で
は
宇
宙
と

つ
な
が
る
特
殊
な
器
官
の
よ
う
に
い
わ

れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
解
剖
学

的
、
生
理
学
的
に
特
殊
な
も
の
と
い
え

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医
学
的
な
定
義
と
し
て
の
意
識
は
、

意
識
障
害
の
レ
ベ
ル
を
そ
の
清
明
度
で
、

無
関
心
、
傾
眠
、
昏
迷
、
昏
睡
な
ど
と

き
ち
ん
と
わ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
も

今
、
障
害
を
問
題
に
し
た
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

正
常
意
識
の
中
に
お
い
て
も
睡
眠

は
、
覚
醒
か
ら
睡
眠
段
階
Ⅰ
～
Ⅳ
に
至

る
レ
ベ
ル
分
け
を
脳
波
に
よ
っ
て
明
確

に
行
う
こ
と
が
で
き
、
定
義
で
き
る
意

識
状
態
で
す
。
さ
ら
に
、
正
常
意
識
の

範
囲
な
が
ら
、
ち
ょ
っ
と
異
な
る
意

識
と
し
て
、
心
理
学
な
ど
で
は
変
性
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意
識
状
態
（A

SC

：alteredstateof
consciousness

）
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま

す
。
気
功
、
瞑
想
な
ど
に
お
け
る
脳
波

を
計
測
す
る
際
に
は
、
こ
の
あ
た
り
の

微
妙
な
意
識
変
化
を
検
討
す
る
こ
と
と

な
り
、
実
験
を
繰
り
返
し
な
が
ら
意
識

と
は
何
か
を
考
え
て
き
ま
し
た
。

脳
の
科
学
と
意
識
・
無
意
識

で
は
脳
の
科
学
で
、
一
般
的
に
意
識

は
、
そ
し
て
無
意
識
は
ど
う
考
え
ら
れ

る
で
し
ょ
う
か
。
よ
く
、
左
脳
は
意
識

の
脳
、
右
脳
は
無
意
識
の
脳
と
い
わ
れ

ま
す
。
人
間
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
左
に
言
語
野
が
あ
り
、
言
葉
に

関
係
す
る
論
理
処
理
や
分
析
的
な
こ
と

は
左
脳
の
役
割
、
そ
れ
に
対
し
て
、
イ

メ
ー
ジ
的
な
処
理
、
芸
術
的
な
こ
と
や

感
覚
的
な
こ
と
な
ど
は
右
脳
の
役
割
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
常
、
意
識
的
な

活
動
と
い
う
の
は
言
語
的
に
人
に
説
明

で
き
る
活
動
で
す
。
自
分
自
身
で
何
か

感
じ
て
も
、
単
に
感
覚
的
に
捉
え
た
だ

け
で
言
語
化
さ
れ
な
い
と
明
確
な
意
識

に
上
ら
ず
、
誰
に
も
伝
わ
ら
な
い
た
め
、

左
脳
を
意
識
脳
、
右
脳
を
無
意
識
脳
と

い
う
言
い
方
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
右
脳
も
他
者
へ
の
説
明
が

で
き
な
い
だ
け
で
、
意
識
活
動
を
し
て

い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
人

間
に
お
い
て
大
き
く
発
達
し
た
大
脳
新

皮
質
全
体
が
、
右
で
あ
れ
、
左
で
あ
れ

意
識
の
脳
、
内
側
の
旧
皮
質
部
分
が
無

意
識
の
脳
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

進
化
の
過
程
で
、
古
い
脳
を
そ
の
ま
ま

内
側
に
包
み
込
む
よ
う
に
残
し
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
内
側
に
な
る
ほ
ど
無
意

識
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し

人
間
に
と
っ
て
は
無
意
識
で
あ
っ
て
も
、

古
い
部
分
は
そ
れ
な
り
に
、
魚
の
意
識
、

爬
虫
類
の
意
識
が
あ
り
、
最
終
的
に
言

語
を
獲
得
し
た
人
間
に
お
い
て
は
、
左

脳
と
右
脳
の
や
り
取
り
の
中
に
人
間
と

し
て
の
意
識
が
生
ま
れ
た
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
脳
の
階
層
的
構
造
が
意

識
を
生
み
出
す
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
か
も

し
れ
な
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

た
だ
素
子（
神
経
細
胞
）を
増
や
し
た
だ

け
で
は
複
雑
な
意
識
構
造
は
出
て
こ
な

い
の
で
は
な
い
か
と
。

で
も
さ
ら
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。
大

脳
新
皮
質
で
の
信
号
の
や
り
取
り
は
す

べ
て
意
識
化
さ
れ
た
情
報
で
し
ょ
う
か
？

脳
は
外
か
ら
の
入
力
信
号
に
応
じ
て

そ
れ
ら
を
処
理
し
、
認
識
す
る
器
官
で

す
が
、
五
感
か
ら
の
各
入
力
は
そ
れ
ぞ

れ
脳
の
別
の
場
所
に
入
り
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
と
違
っ
て
処
理
は
全
く
並
列
的
、

分
業
作
業
で
す
。
例
え
ば
、
後
頭
葉
の

視
覚
野
に
目
か
ら
の
信
号
が
入
っ
た
途

端
、
私
た
ち
は「
見
え
た
」と
認
識
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
。
網
膜
で
電
気
信
号

に
変
え
ら
れ
て
視
覚
野
に
入
っ
た
信
号

は
、
ま
ず
輪
郭
な
ど
の
線
分
が
処
理
さ

れ
、
面
と
な
り
、
立
体
に
な
り
、
色
や

動
き
が
処
理
さ
れ
・
・
と
神
経
細
胞
を

次
々
乗
り
継
ぎ
な
が
ら
処
理
さ
れ
て
い

き
ま
す
。
最
終
的
に
過
去
の
情
報
と
も

合
わ
せ
て
認
識
す
る
ま
で
に
は
2
0
0

～
3
0
0
ミ
リ
秒
以
上
か
か
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
信
号
入
力
直
後
か
ら
脳
は
も

ち
ろ
ん
一
生
懸
命
働
い
て
い
ま
す
が
、

最
初
の
う
ち
は
ま
だ
本
人
は
意
識
で
き

て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
つ
の
感
覚
だ
け
で
は
な

く
、
眼
、
耳
、
皮
膚
な
ど
か
ら
別
々
に

入
っ
て
き
た
情
報
を
統
合
し
て
初
め
て

一
つ
の
事
象
と
し
て
認
識
し
、
全
体
的

な
意
識
情
報
と
な
り
ま
す
。
視
覚
野
、

聴
覚
野
な
ど
各
領
野
で
、
解
析
の
た
め

に
乗
り
継
ぐ
神
経
細
胞
の
数
が
違
え

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
で
の
分
析
時
間
も
ま
ち

ま
ち
で
し
ょ
う
。
し
か
し
脳
は
バ
ラ
バ

ラ
の
情
報
を
統
合
し
て
、
う
ま
く
、
言

い
方
を
変
え
れ
ば
“
適
当
に
”、
時
間

的
に
も
整
合
性
を
つ
け
て
し
ま
っ
て
い

る
の
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
ナ
ノ
秒

を
問
題
に
し
ま
す
か
ら
、
わ
ず
か
な
ズ

レ
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
脳
は
認
識
す

る
ま
で
に
そ
の
1
億
倍
近
い
時
間
を
か

け
て
、
う
ま
く
処
理
し
、
意
識
に
上
げ

て
い
る
、
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

最
初
は
そ
の
よ
う
に
処
理
に
時
間
が

か
か
り
ま
す
が
、
何
度
も
繰
り
返
さ
れ

る
情
報
は
、
効
率
化
さ
れ
、
い
ち
い
ち

意
識
に
上
げ
な
く
て
も
情
報
処
理
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
歩

く
時
に
、
右
足
、
次
は
左
足
・
・
と
意

識
な
ど
し
な
い
よ
う
に
。

つ
ま
り
そ
う
考
え
て
い
く
と
、
意
識

と
は
、
そ
の
瞬
間
、
瞬
間
に
活
動
し
て

い
る
ご
く
限
ら
れ
た
領
域
に
存
在
し
、

そ
の
領
域
は
常
に
変
化
、
そ
し
て
そ
れ

以
外
の
場
所
は
ほ
と
ん
ど
無
意
識
領
域

だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し

無
意
識
な
が
ら
、
意
識
に
の
ぼ
っ
て
い

る
場
所
以
上
に
せ
っ
せ
と
働
い
て
い
る

わ
け
で
す
。

脳
の
科
学
の
こ
れ
か
ら

結
局
、
意
識
と
は
何
か
を
研
究
す
る

● ❽●



に
は
、
脳
の
仕
組
み
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
は
大
き
く
異
な
る
そ
の
仕
組
み
を

解
明
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
の
で
す
。

今
、
世
界
で
脳
研
究
の
二
大
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
い
て
い
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
で
は
神
経
回
路
を
し
ら
み
つ
ぶ
し

に
全
て
調
べ
上
げ
る
と
い
う
オ
バ
マ
計

画
と
も
言
わ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
駆
使
し
て
仕
組
み
を

解
明
す
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動

き
始
め
て
す
で
に
2
、
3
年
経
っ
て
い

ま
す
。
2
0
4
5
年
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
が
人
間
の
知
能
を
上
回
る
と
い
わ

れ
、
今
年
、
囲
碁
も
つ
い
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
プ
ロ
を
打
ち
負
か

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
仕
組
み
と
脳
の
仕
組
み
は
全
く
違

い
ま
す
。
脳
は
そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

よ
っ
て
ど
こ
ま
で
解
明
さ
れ
る
の
で
し

ょ
う
か
?
解
明
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
そ
の
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
が
作
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
、
そ
の
時
、
意
識
と
は
？

心
と
は
?
さ
て
、
ど
こ
ま
で
わ
か
る

の
で
し
ょ
う
か
?

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
U
S
B

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

1
本
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

※
U
S
B
メ
モ
リ
ー
の
価
格
が
か
な
り

下
が
り
ま
し
た
の
で
、
講
演
録
画
の

価
格
も
下
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
3
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

大
野 

百
合
子 
氏

「 

宇
宙
図
書
館（
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
）

か
ら
見
た
世
界
の
仕
組
み
と
私
た
ち

―
あ
な
た
は
誰
な
の
か
―
」

◎
2
0
1
3
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

「
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
瞬
間
教
育
」

◎
2
0
1
3
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

松
原 

秀
樹 

氏

「
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
す
秘
訣
」

◎
2
0
1
3
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

酒
向 

猛 

氏

「
千
島
学
説
を
知
る
た
め
に
」

◎
2
0
1
3
年
9
月
本
部
例
会

講
師　

奥
野 

節
子 

氏

「
ブ
ラ
ジ
ル
の
奇
跡
の
ヒ
ー
ラ
ー

ジ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
」

◎
2
0
1
3
年
10
月
第
23
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
自
然
治
癒
力
」

◎
2
0
1
3
年
11
月
本
部
例
会

講
師　

小
久
保 

秀
之 

氏

「
生
体
セ
ン
サ
に
よ
る
サ
イ
研
究

―
超
能
力
研
究
の
最
前
線
」

◎
2
0
1
4
年
1
月
本
部
例
会

講
師　

小
川 

博
章 

氏

「
魂
の
発
見
」

◎
2
0
1
4
年
4
月
本
部
例
会

講
師　

西
川

眞
知
子

氏

「
生
命
の
智
恵　

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

―
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
か
ら
見
る
生
命

の
す
ば
ら
し
さ
―
」

◎
2
0
1
4
年
5
月
本
部
例
会

講
師　

岩
根

和
郎

氏

「
般
若
心
経
と
サ
イ
科
学
」

◎
2
0
1
4
年
6
月
本
部
例
会

講
師　

秦
西
平

氏

「
気
超
科
学
と
宇
宙
生
命
哲
学

新
病
気
学
」

◎
2
0
1
4
年
7
月
本
部
例
会

講
師　

小
林

信
正

氏

「
ラ
ッ
プ
現
象
の
究
明
～
オ
ー
ブ
と
の

関
連
性
に
つ
い
て
～
」

◎
2
0
1
4
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

石
川 

允
朗 

氏

「 

死
後
の
世
界
と
輪
廻
転
生
に
つ
い
て

の
一
考
察
」

◎
2
0
1
4
年
10
月
第
24
回
全
国
大
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
天
変
地
異
」

◎
2
0
1
4
年
11
月
本
部
例
会

　

講
師　

坂
井 

洋
一 

氏

「 

日
本
人
は
知
ら
な
い
!

縄
文
日
本
の

驚
く
べ
き
真
実
」

◎
2
0
1
5
年
1
月
本
部
例
会

　

講
師　

英
国
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト

「 

T
H
E 

S
O
U
R
C
E 

C

 

O

 

D

 
E
 S 

ソ
ー
ス
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

根
本 

泰
行 

氏

「 

水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い
水
の
科

学
」

◎
2
0
1
5
年
5
月
本
部
例
会

　

講
師　

水
華 

氏
「
君
を
見
放
し
た

り
は
し
な
い
―
宇
宙
神
技
点
描
画
家
―

水
華
の
世
界
（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）」

　

講
師　

上
部 

一
馬 

氏

「
巨
大
地
震
を
1
週
間
前
に
つ
か
め
」

※
続
き
は
11
頁
下
段
へ
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料

加速教育法（1990：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）

加速学習法（1995：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）

サイ科学の全貌（1991：工作舎） ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）

グラビトニックス（2000：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）

念波（1990：加速学園出版部） ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）

CD：生命と宇宙［講演録 72 分］（1998：船井メディア） ・・・・3,000 円（160 円）

謎のオズマ計画− UFO との関連−（1976：USL） ・・・・・・・190 円  （80 円）

FIVE  DIMENSIONAL  WORLD（1974：英語版） ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げしました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修

深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部） ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

VHS ビデオ：オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m） ・・・・・3,000 円（200 円）

VHS ビデオ：ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m） ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2 週間以内に発送致します。

※ 1 種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記の E-mail または FAX、

電話で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

< お問い合わせ >

日本サイ科学会事務局 〒 271-0047  千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506

   TEL 047-347-3546  FAX 047-330-4091

   E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp



◎
2
0
1
5
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

末
武 

信
宏 

氏

「 

先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&
超

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」

◎
2
0
1
5
年
7
月
本
部
例
会

　

講
師　

飛
沢 

誠
一 

氏

「 

見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活

用
す
る
か
?
」

◎
2
0
1
5
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

山
田

欽
子

氏

「
あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

イ
ン
ド
占
星
術
」

◎
2
0
1
5
年
10
月
第
25
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」

◎
2
0
1
5
年
11
月
本
部
例
会

　

講
師　

坪
井

香
譲

氏

「
野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点

『
直
立
二
足
歩
行
』か
ら
問
う
」

◎
2
0
1
6
年
1
月
本
部
例
会

　

講
師　

佐
々
木

茂
美

様

　

講
師　

佐
藤

禎
花

氏

　

講
師　

苗

鉄
軍

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告
」

◎
2
0
1
6
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

正
木

晃

氏

「
霊
魂
観
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別の実験によると、サイ（気）は既知の物質（例
えば光）に加算して、または既知の物質を「呼
び水」にして、出現する場合が多い。この性質
が本稿の場合にも現れている様子である。写真
No.20150306（1）～（3）｛伊那市｝をみる。上述の
実験結果でも述べたが、（1）の満月からの一本
の槍状光線とその先のオーブは異常である、写
真（2）～（3）はオーブの芽とその成長過程の静
止画、つまり図1の（a）、（b）、（c）に示した（類似
した）ものが写されたと判断している。特徴的な

｛No.015306（2）の｝､ 2個に分割された金星の分割
の理由として､ 図1（b）、（c）には陰と陽の2個があ
る（図1には1個のみが記載してある）、これらの2
個（陰､陽）が回転して巴型になり、オーブ写真（2）
とオーブ写真（3）になった、と判断している。

上の実験結果でも述べたが、写真No.19940904
（1）、（2）は、ほぼ同種の霊光写真と思われるも
のである。写真No.19940904（富士田貫湖）写真
No.1992010（布田天神）は、より高周波数、より
短波長の微細身素粒子（プラナ、気エネルギー）

を持つ図1（b）のイオン・ボール（負の帯電）が、
フラッシュ光を受けて、エネルギーと重さを増
し、イオン・ボールの一部が破断（発光）し、重
力線方向に落下して、地上にある空気層並びに
人体が持つ帯電（多分、陽である）と衝突して、
落雷通電し、陰陽が合体発光（破裂）したのであ
ろう、と考えている。なお、別の実験によると、
上にも述べたが、サイ（気）は既知の物質（例え
ば光り）に加算して、既知の物質を「呼び水」に
して、出現する場合いが多い、この性質が本稿
の場合にも現れていると見るべきだろう。写真
No.20152018（タイ）は、図1（b）のイオン・ボー
ルがフラッシュ光を受けて、発光し、破裂したと
推定している。つまり数条の光線は、（b）イオン・
ボール（親）を形成する要素の単位オーブ（子）を
意味しているのであろう。

付録：使用カメラは、市販のカシオEXZR700BK、
カシオEXZ330である。

（紙数の関係から、写真は省略させて貰います）



れたプラズマの塊（高エネルギー）を意味してい
る」という｡ 一般に、プラズマ形成には、原子を
分離・分解するに必要な高温・高電磁気場の雰
囲気が必要であるが、常温空気中に各種の生命
が存在する地球表面付近の大気中で、はたして
プラズマ・モイド形成が可能だろうか。またオー
ブ形成には大気陰、陽イオン・ボール（プラズマ
球、陽電子を含む）が必要であるが常温、常圧の
空気中で、どの様な機構によってこれを得る事が
出来るだろうか。量子力学には不確定性原理（ハ
イゼンベルグ）とトンネル効果がある。電子は波
動と粒子の両方の性質を兼ねそなえている。時間
ΔtとエネルギーΔEは、hをプランク定数とすると、
 （Δt）・（ΔE）≧h・・・（1）

つまり、時間が極短の時はエネルギーが極大
になり、エネルギーが極小の時は時間は極大に
なる。この逆もなりたつ、この応用として､ 地球
表面上のプラズマ・モイド形成が可能であると
考える。つまり、時間が極永い時にはネルギー
は極小でも現象が生起することがある。または、
式（1）を基にしたトンネル効果でも説明できる。
粒子がのり越えられないような高いエネルギーの
山も、波動ならば、回り込んで（滲み出して）乗
り越えることが出来る。つまり量子力学を応用す
れば、大気プラズマ・モイドも生起可能である。
同様に、陽電子も地表付近にある自然放射線（γ
線からの対生成）から得る事が出来よう。

オーブ（たまゆら）とプラズマ・モイドと霊光
写真を統一的に、都合良く説明出来るモデル（機
構、仮定）として図1を提案した（別報、PSIJ、
No.421、2015年5・6月号、参照）。実験結果を
みると、オーブが示す結果には素粒子類似の性
質が現れている｡ 例えば､ 非局所性、ランダム
性など。粒子としての電子はフェルミ粒子で排
他原理にしたがうので、同じ運動状態を同時に
占める事は出来ない。

これに反し､ 光子はボース粒子なので多数で、
同じ状態を占める事ができる。空気成分の電離

（素粒子形成）と､ その後のイオン・ボール形成
（光子群としてのオーブ）には、これらの性質が微
妙に関係してくる。そこで、さしあたりの簡略的
なものとして､ 提案したのが図1である。図1（a）
は電子、陽電子（陰イオン、陽イオンの場合もある）

図1　イオン・ボール（仮定）

微細身素粒子（バイオ・ホトン、プラナ）を基に
した巴型の回転体。（b）は（a）を内蔵するイオン・
ボール（プラズマ・ボール）。
（c）は（b）群を内蔵するオーブで、それぞれ

は、陰陽がほぼ中和していると考える。微細身
素粒子は、地球外知的生命体、動物、生物、そ
の他あらゆる生命体のエネルギー（例、特徴の
あるプラナ、サイ､ 気）を意味しているまた、撮
影時の撮影者から放出されるサイ（気）と体外に
ある図1（c）のオーブが同調（共鳴、共振）して、
またはシューマン共振を利用し、マクロPKとし
て、「たまゆら」（オーブ）になるのであろう（マク
ロPK）と推定・判断している。

次に､ 提示した実験結果の考察を行う。写真
No.2535（福島市）の静止画には、キリ（モヤ）と
オーブ（たまゆら）等が写っている。オーブ（た
まゆら）にはHaloが有り、輪郭は明瞭、円内に
は非対称干渉縞模様（表情）と核がある。写真
No.0623（福島市）は静止画像、大気プラズマ・
モイドと判断される写真である。6秒間隔でフ
ラッシュ撮影した3枚の写真に全く異なる姿形の
雲状物質（大気プラズマ・モイド）が、これらの
前と後の2枚の写真の間に、3枚とも、プラズマ・
モイドとオーブの写真を伴って、写されている。

● �●



右側から中央上部にかけて、さらに、その下側に
プラズマ・モイドと思われる雲状物質（煙、キリ、
モヤとは考え難い）が写されている（背景の手前）。

写真No.20150306（1）～（4）は長野県伊那市、
2015年3月6日（金）、晴れ、夜、満月時、フラッ
シュ撮影、特異効能保持者のSDK師によって写
されたオーブ静止画である。（1）は満月を写した
と言われるもの。右側中央に満月（上下方向に引
延ばされる、Haloが大きい）、その廻りにかすか
な雲状の光（その右横、右斜め上）、月の中心か
ら左方向（横）に光の槍（矢）が放出され、その
先端部分にオーブが一個写されている。光は満
月の全周から放出されている筈なのに、一方向
にのみ写っているのは異常である。さらに上記
の雲状光も異常である｡ 写真（2）～（3）は「月を
写し、金星を写した」と言うものであるが､ 2枚
ともそれぞれが別であり、また、実在の月や金
星とは異なる形姿のオーブが写されている。従っ
て、実在している金星を写したものでは無く、多
分、変性意識状態下（ASC）のイメージによる金
星、または、オーブの芽が生長する過程（柔らか
い状態）が写し出された（オーブ）と考える。

写真（2）は、ほぼ楕円形状の並列2個で、右
側はダイダイ色（茶色系）、右側は黄色（乳白系）、
右側は黄色（乳白系）のオーブ（中実）の綿状の
柔らかい感じの光綿球で、真中に白色発光体を
含んでいる。たぶん、1個の大球が分裂して2個
の光球となり、それが、僅かに縦方向に引き延
ばされた形で、右左に対峙している。写真（3）は、
写真（2）のそれらが移動して（または2個の光球
が引き延ばされて）「く」の字の形に変移したと思
える様な光球で、さらに、色が入れ替わり、紫
色が加算されている。別報も含めて、試行錯誤
したところ、これらは、上延の「強い小球発光体」
が成長した場合に生じるもの、に類似している
様に思える。　

写真No.19940904（1）（2）は静止画で、富士田
貫湖、1994年9月4日、晴れ、夕方、写真（1）は
日没時の逆光を受けていたので、フラッシュを用
いて“手かざし祈り”のSDKのセラピーの状況を
弟子のTMが撮影したもの。写真（2）は、ほぼ
同じ場所で、方向を変えて写したもの。夕日の日
没近い太陽光の放射下方部分が、ほぼ7色（虹

色）の光放射の首飾り（ネックレス）状（写真1）
並びに円状（写真2）または首飾り状（2、3、4重）
に写されている。さらに、その下側には、白色半
球状（大球）のオーブが写されている。レンズフ
レヤとは別の特異現象が写された、と判断した
い。これも霊光現象の一種と言えよう。

写真No.19920210は静止画。SGMをSDK師
が撮影したもの。東京都、調布市布田天神社境
内、1992年2月10日、晴れ、夕日の逆光の為に
フラッシュ撮影している。太陽光から光柱が降
下してきて、SGMの上半分で（頭と胸が隠れる
程に）破裂して、ネックレス状の円円弧を描いた
と思えるもので、霊光写真の一種であり、姿形

（内容）からみて、富士田貫湖と同一の機構が推
定されている。

写真No.20150201は静止画で、タイ国、チャ
オブラヤー河の東側岸。晴れ、極早朝（夜明け
前）、フラッシュ撮影。親イオンボール（大気プ
ラズマ群、図1参照）が破裂して、構成要素とし
ての小イオン・ボールが四方八方に飛び散った、
と感じさせるような映像である。これらも霊光写
真の一種と言えよう。

3．検討ならびに考察
空気中には極僅かながら水分が含まれてい

る、容積比で言うと、0.0～3.0%である。しか
し水分が無いと、オーブは極めて出現しにくく
なる。つまり、オーブと水は、親和力がきわめて
高い。空気中の水は、30万ボルトといわれる大
気電界の為に電離している。水を電離させると
H（陽イオン）、OH（陰イオン）、電子（−）になる。
いわゆるプラズマであるが、大気電気学では大
気陽イオン、大気陰イオン、電子といい、オーブ
形成の主役を果たしている。

実験・撮影現場では、写真No.0623に示す様
な大気プラズマ・モイドが、オーブ出現の合間に
度々出現してくる。多くの場合、気温が低い時

（2℃以下）に撮影されているが、その内容は未定
であった。しかし撮影の事情（現場）から推定す
ると、地表付近の大気中で出現したプラズマ・モ
イド現象であると判断している。なお、本来の、
大気（宇宙空間）プラズマ・モイドとは「太陽フレ
ヤなどの衛星観測において、閉じた磁気面で囲ま
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目を閉じたまま、感覚的にものを見る・知るな
どの実体験が上記のように行われました。

※現在関西日本サイ科学会の幹事会は会長河野
明夫、副会長和田高幸、副会長大西章、副会長

川村隆夫、監事杉立繁、幹事奥村八郎、幹事山
田敬子、幹事原田雅子、幹事波多野昭治で構成
しており、研究会当日午前中に集まって今後の講
師、テーマなどの検討を行っています。志のある
方の参加をお待ちしています。

心霊写真と称するものがある。死人の霊など
が写り込んでいると主張する写真のことで、な
かには粗雑で疑わしいものもある。オーブもその
一種であろうと言う人達がいる。例えば、カメラ
マン達は、オーブや霊光写真は、レンズフレヤ

（ハレーション）や、ガラス、水滴、埃等にフラッ
シュ光があたった時の反射像が写ったものであ
ろう、と言う。残念ではあるが、一般にはそのよ
うに考えられている。しかし実際に撮影して検
討してみると、そんなことは無い、オーブや霊光
写真は確かに存在している。

1．何の為に研究するのか
オーブ（たまゆら）は、写されたデジタルカメラ

写真の画面の中に、小円形状のノイズとして記
録されてくる。水との親和性が高いので、水滴
が間違ってオーブと判断される（偽オーブ）ことも
ある。しかし、真オーブと偽オーブとは区別する
ことが出来、条件さえ選べば誰にでも撮れる、と
いうことで驚くほど多量の撮影画面が残されてい
る。しかし、組織だった研究は行われていない様
子である。国の内外における評価・判断をみると、
混じりけのない乳白色、または様 な々色の発光体
で、しかも働きの感じられるものが真のオーブで
あるという説。これは地球外からの知的生命体や
宇宙創造神（高次元エネルギー体）がオーブであ
ると言う意見を持つ人達に多い様子である。他
方、これとは対照的に、半透明で輪郭とヘイロー

（Halo）があり、円内に非対称の干渉縞模様（表
情）のあるものが真のオーブである、と言う主張、
これは実験関係者に多い様子である。さらには、
それらとは別に、非円形状の柔らかい感じの発光

体等（綿状、または尾を引く綿状）も撮影されて
いる。いわゆる、霊光写真（変形オーブ）である。

本稿では、霊体が写されていると言われる霊
光写真と、オーブ（たまゆら）とはどの様な関係
にあるか、等を検討する為の一里塚を構築した
いと考えている。つまり、霊写真について、初歩
的な考察を試みる。

2．撮影結果
使用したカメラや実験条件､ 撮影者などは付

録に纏めて記述してある。ここに提示する写真
は総て一例であるが、同種のものは複数以上あ
る（再現性がある）。多くの実験によると、オーブ
は降雨前や、晴天下でスプレー噴霧水滴が蒸発
した後（5～10秒後）に写り易い。一般には5%
程度と云われているが、噴霧水（キリ）の場合に
は、習熟すると30%以上の確率で出現してくる。

写真No.2539は静止画、福島市飯坂町。2015
年1月6日（火曜）、曇り、夕方17：05～17：30
に撮影された。スプレー噴射水、フラッシュ撮
影である。写真画面の左上方にはキリ（噴霧水）
があり、その右側に約5個の中球オーブ、その
右に2個の強い乳白色小球の発光体がある。キ
リの中にも数個の同発光体（単なる反射では無
い）がある。またキリの中にも数個の微少球発光
体がある。かれらの小球が後述の霊光写真の母
胎ならびにオーブの芽であり、これらは次第に成
長する可能性が高い､ と言える。

写真No.0623は静止画、福島市遠瀬戸の実験
室前で撮影。2014年3月20日（木）、ちらちらと僅
かに小雪が舞い始めた、と感じられる天候模様

（−1℃）、19：06分頃。フラッシュ撮影。画面の
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ようです。つまり心理的ストレスよりむしろ肉体
的ストレスが多かったとのことで、ストレスの
種類によりガンの出現場所が変わること、また
病を作る心を変えればガンは治るともいいます。

2016年（平成28年）1/16（第404回）森川薫氏
地震は地層のずれで発生します。その際地層

の間に力が加わり物理量に変化が起きます。こ
れまでの地震（予知）研究ではGPS利用、電磁
気学的方法などがとられてきました。森川薫氏
は阪神淡路大地震以前から20数年に亘り深井
戸の静水面のレベル変動の観察を続け、それに
より地震の前には一定の変動が見られることを
見出しました。これを地震予知に利用しようとい
うもので、この原理は地層のずれが発生しよう
とすると圧縮応力が加わることで地層中の水分
が押し出され、その水分が近辺のみならず遠方
の井戸の静水面のレベル変動までももたらすか
らと思われます。これは他の物理量による予知
に比してより本質的で確実なセンシング方法で
あろうと思います。他の手法との共同研究など
を行って今後のレベルアップを期待しています。

2015年（平成27年）11/21（第403回）中野瑞樹氏
中野瑞樹氏は2000日近く、フルーツを中心に

果実だけの食生活実験を続けています。この間、
ご飯、パン肉も魚も、水、お茶、お酒も一滴も
飲んでいない。食しているのは、フルーツだけ
です。これで骨密度その他の検査では全く異常
は見られないと云います。つまり「毎日果実を食
べる」ことで健康増進が図れるということです。

素晴らしい研究であり提言だと思います。果
物により肉類を摂取せずに済めば、病気も少な
くなり食料費も医療費も減らせるでしょう。

2015年（平成27年）1/17（第389回）高峯秀樹氏
右脳はイメージ、左脳は理屈を司ると云われ

ます。イメージは脳に絵を画くこと。油絵、書、
俳句等を始めると手相、特に左掌の手相に顕著
に変化が現れるとのことです。高峯氏によると

「掌は脳の外部表現」で、手相は脳を写してい
ようで、その脳は自分の未来を反映しています。
脳が変化すれば手相も変わるらしい。つまり脳

を鍛えることで自分の未来が変わるようです。

2014年（平成26年）6/21（389回）平岡憲人氏
一般に我が国に伝えられているカタカナや阿

比留文字など様々な神代文字（古代文字）は後
世の偽書とされていますが、平岡氏はこれら「ヲ
シテ文献」の読解と分析を重ねた結果、ヲシテ
文字の真実性は否定出来ないという結論に至り
ました。

ヲシテ文字がなぜ真実であるといいうるのか
は非常に簡単で、ヲシテ文字によって従来解け
なかった日本語の謎が解けてしまうからです。
その例として、単語の意味をヲシテ文字の字形
から説明できる、つまり、ヲシテによって語源
がわかるということ、文法をヲシテ文字の字形
から説明できる、つまり、ヲシテによって助詞
や活用の意味がわかるということです。
　
2005年（平成17年）9/17（第301回）和田高幸氏

ダウジングは、昔は柳の枝を両手で持ち、そ
の開閉などから水や鉱脈を探す技術で地中や遠
隔地から未知の情報を得るものです。

情報をもたらすのは右脳（無意識）で、これ
を解釈するのが左脳（意識）。前頭葉は、直観
の場所ともいえます。それが筋肉に伝わり、動
きをもたらすと考えられます。

右脳による「カン」のはたらきは日常的に経験
しますが、通常は右脳が知っていても意識しな
いことが多いのですが、和田氏はこれを引き出
す一つの方法がダウジングだといいます。ダウ
ジングはまた、予測・判断力を磨くのにも有用
といいます。

2011年（平成23年）1/15（第354回）
赤松瞳氏は数年の訓練で透視能力を身につ

け、当日参加者から提供された物品16点を透
視実験し、ほぼ完全に透視できました。

ロシアやウクライナの脳科学研究では、生
まれながらにして目の見えない子供たちに、脳
の視覚視野や中脳の能力開発トレーニングによ
り、目以外の感覚を使用して読み書きができる
ようになったということです。このように超感
覚的な能力を身につけるビデオ紹介や、実際に



私は会社在職時にコンピューターメーカーの
方と打ち合わせの雑談中にサイ的な研究会があ
るということを知り、その会の創始者が岩波全
書「情報理論」の著者で尊敬する関英男博士と
聞いて参加しました。

関西日本サイ科学会は本部に1年遅れて、関
博士の友人で当時読売テレビ常務取締役で
あった木村六郎氏を初代会長として1977年（昭
和52年）に発足しました。1992年（平成4年）に
木村会長の逝去により、私河野が二代目会長に
就任しました。

木村会長の長女のり子さんは会創始時から受
付を勤めていただき、会のシンボルでもありま
したが、残念にも昨平成27年12月に逝去され
ました。ご冥福を祈ります。

関西日本サイ科学会は昨年7月に400回目を
迎えました。この間初代木村会長や幹事の皆様
のご努力によりほぼ毎月研究会を開催すること
が出来ました、厚く御礼を申しあげます。

研究会のテーマは当初はスプーン曲げなどの
超常的なものとかもいろいろありましたが次第
に人間の生き方などが増えました。それらの講
演の中で印象に残っているものを述べてみます。

関先生は『洗心』と『ご法度の心』をくりかえ
し述べられました。
『洗心』とは「強く正しく明るく、我を折り、宜

しからぬ欲を捨て、皆仲良く相和して、感謝の
生活をなせ」ということで、『ご法度の心』とは

「憎しみ、嫉み、猜み、羨み、呪い、怒り、不平、

不満、疑い、迷い、心配ごころ、咎めの心、い
らいらする心、せかせかする心を起こしてはな
らぬ」ということです。

関先生にはある時期から年に一度関西での講
演をお願いしました。大阪に来られる度にオリ
ンピックの年には世界的に交通事故が増加する
とくり返し言われたのを思い出します。

2008年（平成20年）1/19（第324回）
名古屋の鶴田光敏医師はヒーラーの能力も

あった大阪の会社社長、中川昌蔵氏の言葉を紹
介されました。「今日1日親切にしようと思う」、

「今日1日、明るく朗らかにしようと思う」、「今
日1日謙虚にしようと思う」、「今日1日素直にし
ようと思う」、「今日1日感謝しようと思う」。こ
の言葉のポイントは「親切にする」ではなくて

「親切にしようと思う」と思い続けることが大事
だということでした。

数十年前、世田谷の関先生宅に伺った時、
私は言葉足らずでしたが「病気になる人は超能
力がある」と申しあげて先生はびっくりされまし
た。最近では、研究会の講師の医師の方々も、
自分の心の癖が病をもたらすとの例も紹介され
ています。

2007年（平成19年）11/17（第323回）
土橋重隆医師によれば右乳ガンの人は家庭

内の問題で強いストレスを感じながら生活して
いたことが多いといいます。一方左乳ガンの人
は肉体に過度の負担がかかっていることが多い
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